
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

　

教
育
課
程
の
中
で
２
学
期
は
１
年

間
で
最
も
長
く
、
学
校
行
事
等
が
最

も
多
い
学
期
で
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

に
多
く
の
成
果
を
収
め
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

特
に
小
学
校
の
学
芸
会
、
中
学
校

の
学
校
祭
で
は
、
児
童
生
徒
が
自
ら

創
作
立
案
し
た
テ
ー
マ
を
達
成
す
る

こ
と
を
目
標
に
自
分
た
ち
の
力
を
結

集
し
、
見
学
の
保
護
者
や
地
域
の
皆

様
に
も
感
動
を
与
え
る
な
ど
そ
の
成

果
が
発
揮
さ
れ
た
こ
と
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

各
学
校
に
お
け
る
冬
休
み
に
つ
い

て
は
、
小
学
校
は　

月　

日
、
中
学

12

27

校
は　

日
か
ら
で
、
そ
の
冬
休
み
期

26

間
中
の
指
導
体
制
の
充
実
を
図
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
生

活
指
導
連
絡
協
議
会
を
開
催
し
、
児

童
生
徒
の
規
則
正
し
い
生
活
を
心
が

け
る
こ
と
や
計
画
的
な
学
習
、
外
出

時
の
注
意
事
項
な
ど
地
域
及
び
関
係

機
関
な
ど
の
緊
密
な
連
携
強
化
を
図

り
、
安
全
の
確
保
等
に
つ
い
て
協
議

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


　

毎
年
、
教
育
委
員
会
主
催
で
開
催

し
て
お
り
ま
す
交
流
学
級
に
つ
い
て

は
、　

月
７
日
に
全
校
の
小
学
校
５

12

年
生
と
６
年
生　

人
が
参
加
し
行
わ

47

れ
ま
し
た
。

　

本
学
級
の
目
的
で
あ
る
多
く
の
個

性
と
出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
の
中
か
ら

お
互
い
の
心
を
尊
重
し
深
め
合
う
こ

と
に
よ
り
、
新
た
な
人
間
関
係
の
中

で
自
分
を
発
揮
で
き
る
た
く
ま
し
い

精
神
力
を
養
い
、
中
学
校
生
活
へ
の

円
滑
な
移
行
が
で
き
る
体
制
づ
く
り

を
推
進
す
る
と
共
に
、
日
頃
、
少
数

に
よ
る
学
習
の
場
か
ら
集
合
的
学
習

に
よ
り
児
童
が
体
験
す
る
こ
と
の
効

果
は
大
き
く
今
後
も
引
き
続
き
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。
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町
内
小
・
中
学
校
の
全
校
を
対
象

に
海
外
研
修
員
と
の
交
流
を
通
じ

て
、
あ
ら
ゆ
る
国
々
の
人
々
と
理
解

を
深
め
、
国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
国

際
理
解
、
国
際
協
力
へ
の
前
向
き
な

姿
勢
を
培
う
こ
と
を
目
的
に　

か
国

10

か
ら　

人
の
研
修
員
を
迎
え
、　

月

13

11

　

日
・　

日
の
２
日
間
に
わ
た
り
実

24

25

施
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
美
国
婦
人
会
の
皆
さ

ん
と
地
元
の
食
材
等
を
使
用
し
た
料

理
づ
く
り
で
地
域
交
流
を
図
り
、
２

日
目
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
に
お
い

て
、
研
修
員
か
ら
自
国
の
生
活
習
慣

や
文
化
の
違
い
に
つ
い
て
学
ん
だ
ほ

か
、
遊
び
や
ゲ
ー
ム
、
料
理
体
験
な

ど
を
通
じ
て
、
改
め
て
国
際
社
会
に

お
け
る
理
解
を
深
め
る
良
い
機
会
に

な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
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社
会
教
育
事
業
の
一
環
と
し
て
実

施
し
て
お
り
ま
す
第　

回
の
積
丹
町

37

文
化
祭
は
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
を

会
場
に
行
わ
れ
、
展
示
の
部
で
は
、

保
育
園
児
か
ら
、
小
中
学
生
、
一
般

の
方
ま
で
、
た
く
さ
ん
の
町
民
の
方

々
か
ら
６
４
９
点
の
作
品
が
出
展
さ

れ
、　

月
２
日
か
ら
４
日
ま
で
の
展

11

示
期
間
中
、
４
６
９
人
の
方
々
が
訪

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
芸
能
の
部
は　
11

月　

日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
、
２
１

10
５
人
の
観
客
の
下
、
町
内
各
地
か
ら

２
個
人
と　

団
体
が
出
演
し
、
歌
や

11

舞
踊
な
ど
日
頃
の
成
果
が
発
表
さ
れ

盛
会
に
終
了
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
町
民
皆
様
の
芸
術

文
化
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
が
図
ら

れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続

き
、
生
涯
学
習
活
動
を
推
進
す
る
た

め
、
町
民
文
化
教
室
や
成
人
学
級
の

開
催
な
ど
学
習
機
会
の
提
供
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
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今
シ
ー
ズ
ン
の
野
外
ス
ポ
ー
ツ
林
ス

キ
ー
場
は
１
月
６
日
（
日
）
の
オ
ー
プ

ン
に
む
け
、
鉄
道
事
業
法
に
基
づ
く
北

海
道
運
輸
局
の
索
道
施
設
の
適
合
検

査
を
受
け
る
た
め
の
、
点
検
整
備
等
の

準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

昨
年　

月
に
「
鉄
道
事
業
法
等
の

10

一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
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れ
、
鉄
道
事
業
者
内
の
安
全
管
理
体

制
の
確
立
や
利
用
者
に
よ
る
監
視
の

強
化
及
び
国
に
よ
る
指
導
監
督
体
制

の
強
化
な
ど
、
鉄
道
事
業
者
の
責
務

と
し
て
「
輸
送
の
安
全
の
確
保
が
最

も
重
要
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
絶

え
ず
輸
送
の
安
全
性
の
向
上
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
規
定
が

新
た
に
設
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
改
正
の
施
行
を
受
け
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
輸
送
の
安
全
の
確
保
の

た
め
、
安
全
統
括
管
理
者
の
配
置
や

索
道
技
術
管
理
者
・
技
術
管
理
員
等

に
対
し
索
道
施
設
の
取
り
扱
い
等
に

つ
い
て
の
安
全
教
育
の
実
施
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
ス
キ
ー
場
の
運
営
に
つ

い
て
は
、
関
係
者
並
び
に
関
係
機
関

と
の
協
議
を
踏
ま
え
、
前
年
度
と
同

様
に
月
曜
日
と
火
曜
日
の
２
日
間
の

休
業
日
に
加
え
、
学
校
の
ス
キ
ー
授

業
日
を
除
き
、
午
前
中
を
休
止
す
る

こ
と
で
、
若
干
の
時
間
短
縮
を
図
り

な
が
ら
も
、
冬
期
間
の
青
少
年
の
健

康
づ
く
り
の
場
と
し
て
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
は
町
外
か
ら
の
利

用
者
が
見
受
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
近

隣
町
村
へ
の
宣
伝
・
啓
発
に
努
め
、

ス
キ
ー
場
の
利
用
増
を
図
っ
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 
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平
成　

年
の「
積
丹
町
成
人
式
」は

20

１
月　

日
（
日
）
町
総
合
文
化
セ
ン
タ

13

ー
で
挙
行
す
る
こ
と
と
し
、
晴
れ
て
大

人
の
仲
間
入
り
す
る
新
成
人
者　

人
29

の
方
々
に
ご
案
内
を
申
し
上
げ
ま
し

た
。

　

次
代
を
担
う
新
成
人
が
郷
土
で
一

同
に
会
す
る
こ
の
機
会
に
責
任
あ
る

社
会
人
と
し
て
の
ご
活
躍
に
大
き
な

期
待
を
寄
せ
な
が
ら
、
皆
様
と
と
も

に
そ
の
門
出
を
祝
福
し
、
激
励
を
申

し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

議
案
第
１
号

積
丹
町
行
政
財
産
使
用
料
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
く
行

政
財
産
の
使
用
の
許
可
に
伴
う
使
用

料
の
徴
収
に
関
し
、
新
た
に
条
例
の

整
備
を
す
る
も
の
で
す
。（

原
案
可
決
）

議
案
第
２
号

積
丹
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　

地
方
公
務
員
法
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

育
児
休
業
を
し
た
職
員
が
、
職
務
復

帰
し
た
際
の
給
料
昇
給
算
定
期
間
の

調
整
の
緩
和
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と

し
た
も
の
で
す
。

（
原
案
可
決
） 

議
案
第
３
号

積
丹
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
い
て

　

任
期
満
了
に
伴
う
積
丹
町
教
育
委

員
会
委
員
の
任
命
に
当
た
り
、
地
方

教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す

る
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
議
会
の

同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

◆
成
田
康
正
氏
（
美
国
町
・
再
任
）

（
同
意
）

議
案
第
４
号

積
丹
町
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

任
期
満
了
に
伴
う
監
査
委
員
（
学

識
経
験
者
）
の
選
任
に
当
た
り
、
地

方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
議
会

の
同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

（
同
意
し
な
い
）

議
案
第
５
号

平
成　

年
度
積
丹
町
一
般
会
計
補

19

正
予
算
（
第
４
回
） 

　

現
行
予
算
に
２
、
２
１
３
万
１
千

円
を
追
加
し
、　

億　

万
６
千
円
と

24

17

す
る
も
の
で
す
。

▼
歳
入　

地
方
交
付
税
７
８
６
万
９

千
円
減
額
、
退
職
手
当
債
３
千
万
円

増
額

▼
歳
出　

北
後
志
衛
生
施
設
組
合
負

担
金
１
２
５
６
六
千
円
、
害
獣
駆
除

賃
金　

万
円
、
道
路
除
雪
費
２
千
万

10

円
、
給
食
セ
ン
タ
ー
修
繕
費　

万
５

77

千
円
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額（

原
案
可
決
）

議
案
第
６
号

平
成　

年
度
積
丹
町
簡
易
水
道
事

19

業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
回
）

　

現
行
予
算
に
１
１
、
１
５
０
万
円

を
追
加
し
、
１
億
５
、
７
８
８
万
８

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

▼
歳
入　

簡
易
水
道
事
業
借
換
債

１
、
１
５
０
万
円
増
額

▼
歳
出　

公
債
費
償
還
金
１
、
１
５

０
万
円
増
額

（
原
案
可
決
）

議
案
第
７
号

後
志
広
域
連
合
規
約
の
変
更
に
つ

い
て

　

国
民
健
康
保
険
事
業
事
務
及
び
介

護
保
険
事
業
事
務
の
運
用
開
始
を
１

年
間
延
期
す
る
こ
と
に
伴
い
規
約
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

（
原
案
可
決
）
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